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本研究では、カテゴリーA) 日本語の授業、B) 学習理由、C) 学習行動、D) 学習意欲を上

下させる要因について、学部ごとの学生の違いを調査することを目的としている。 

データの収集と分析には定量的手法を用いた。タイ日工業大学で日本語を学ぶ工学部、

情報学部、経営学部の 3年生と 4年生 195名の学生に対し、質問紙によって、データを収

集し、分析した。 

調査結果によると、最も高得点の項目を順に書くと次のとおりである。A) 日本語の授

業については、「今の授業はためになる」であった。B) 学習理由については、「日本を

旅行したいから」であった。C) 学習行動については、「日本語でアニメや映画、ドラマ、

番組等を見ている」であった。D) 学習意欲を上下させる要因については、「先生が親切

なとき」に学習意欲が高くなるであった。 

各学部の違いについての結果は、A)「日本語の授業について」では各学部に差異は見ら

れなかった。B)「日本語学習理由」では、3 項目に差異が見られた。C)「日本語学習行動」

では、1 項目に差異が見られた。D)「学習意欲を上下させる要因」では各学部に差異は見

られなかった。 

最後の提案では、調査結果を踏まえた科目の設置や、教える内容を細分化し、科目を

設置するのではなく、学生の能力別に日本語クラスを設定すること等を提案している。 
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第 1章 はじめに 

 

1.1 研究の背景 

タイにおける日本語学習者は約 185,000 人（2018 年 国際交流基金）であり、そのうち、

高等教育においては 20,500 人である。20,500人のほとんどは日本語を専攻している学習者

である。一方、泰日工業大学（以下 TNI）ではビジネス日本語科目(以下 JPN）のように、

経営学部・工学部・情報学部に所属する学生が必修科目として日本語を 2年半学習してい

る。 

 タイの大学生の日本語学習者を対象とした学習意欲や動機づけの研究には成田(1998)、

宇都木(2011)、などがある。成田(1998)は、日本語学習動機と成績との関係について調査を

行っている。その結果、学習動機において「統合的志向」が強い学習者は成績が高く、

「道具的志向」の強い学習者は成績が低い傾向にあることが示された。宇都木(2011)は日

本語能力と動機づけの関係について調査を行った。その結果、上級学習者は初中級学習者

と比べ動機づけが弱いことが明らかになった。吉川(2011)では、日本語学習意欲を高める

要因と学習行動との関係を調査し、内発的動機づけの重要性を示唆している。 

 そのような日本語学習者に対する動機付けの研究が報告されている中、TNI における

JPN101 から 301 を必修科目として学習している学生の日本語学習の意欲が低いのではな

いかと疑義を呈された。このため、教養学部の JPN を担当している教員を中心に JPN301

の学習者に対し、日本語学習の意欲が低いかどうかのアンケート調査を行った(2019 年 10

月)。その結果、JPN301 を学習している学生の学習意欲は三学部ともに低いとは言えない

結果となった。 

 そのアンケートではモチベーションが低くなる要因のみを調査したため、モチベー

ションを高める要因を調査していなかった。そこで今回、JPN301 の後の選択科目として

履修した学生に、あらためて日本語学習に対しどのように考えているか、日本語の学習動

機や学習行動、モチベーションを高める要因および下げる要因を調べ、TNI における JPN

コースで日本語を学ぶ学習者の学習理由や学習行動、学習意欲に学部ごとの特徴がないか

を調査する。 
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1.2 本研究の目的 

  1. TNIの JPNにおいて、必修科目終了後に日本語選択科目を履修した学生の日

本語習得に対する学習理由、学習行動や学習意欲を知る。 

 2. 上記の内容を分析し、その結果から学部ごとの日本語学習に対する違いを

明らかにする。 

 3. 今後の JPN日本語選択科目の授業内容を改善する。 

 

1.3 本研究の仮説 

日本語習得における学習理由、学習行動や学習意欲を上下させる要因などを調査対象

の属性によって、調査内容の傾向に差異があるのか仮説を立てた。調査対象の属性である

「学部」によって、日本語の学習理由や学習行動、学習意欲などにどのような違いがある

のか分析を行った。 

 

 仮説 1 「日本語の授業」について、各学部の学生の間に差異は見られない。 

 仮説 2 「日本語学習理由」について、各学部の学生の間に差異は見られない。 

仮説 3 「日本語学習行動」について、各学部の学生の間に差異は見られない。 

仮説 4 「日本語学習意欲を上下させる要因」について、各学部の学生の間に差異は

見られない。 
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1.4 研究の領域  

 本研究での調査対象者はTNIの JPNに所属する 3年生と 4年生の学生で、JPNの日本語

選択科目を受講した学生である。 

 

   1.4.1 調査対象の母集団と回答者について 

  母集団の各学部の内訳 

  経営学部 (BA) 86名 

  工学部 (E)   47名 

  情報学部 (IT)  62名 

  合計     195名（2019年 3月現在） 

 

   回答者の各学年の内訳 

  経営学部  70名 

  工学部   36名 

  情報学部  62名 

  合計    168名 

 

 1.4.2 変数について 

 本研究の仮説検証では三つの属性（経営学部・工学部・情報学部）に所属する学生に、

日本語の授業、日本語の学習理由や学習行動、学習意欲に差異が見られるのか分析を行っ

た。それにあたり以下の変数を用いた。 

 

 独立変数 

 学部：経営学部、工学部、情報学部 

 

 従属変数 

日本語学習についての質問は大きく 4つのカテゴリーに分けた。カテゴリーは次の 4つ

である。 
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 1. 日本語の授業について 

 2. 日本語学習理由について 

 3. 日本語学習行動について 

 4. 日本語学習意欲を上下させる要因について 

  

1.4.3 研究期間 

 本論文の作成にあたった研究期間は 2020年 3月から 2021年 1月末である。 

 

1.5 研究の枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.6 寄与 

  1. TNIの JPNにおいて、必修科目終了後に日本語選択科目を履修した学生の日

本語習得に対する学習理由、学習行動や学習意欲を知ることができる。 

 2. 上記の内容を分析し、その結果から学部ごとの日本語学習に対する違いを

明らかにすることができる。 

 3. 今後の JPN日本語選択科目の授業内容を改善することができる。 

 

 1.7 仮説の定義 

  1.7.1 仮説 1 

【学部】 

・経営学部 

・工学部 

・情報学部 

【カテゴリー Categories】 

1. 日本語の授業について 

2. 日本語学習理由について 

3. 日本語学習行動について 

4. 日本語学習意欲を上下させる要因

について 

図 1  研究の枠組み 
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「日本語の授業」について、各学部の学生の間に差異は見られない。 

今の日本語の授業が楽しい、将来のためになるか等、日本語学習にどの程度肯定的である

のかといったような質問に対し、各学部の学生の間に差異は見られないという仮説である。 

 

   1.7.2 仮説 2 

「日本語学習理由」について、各学部の学生の間に差異は見られない。 

将来日本で就職したいから、日本を旅行したいから等、どうして日本語を勉強しているの

かといったような質問に対し、各学部の学生の間に差異は見られないという仮説である。 

 

   1.7.3 仮説 3 

「日本語学習行動」について、各学部の学生の間に差異は見られない。 

日本語でマンガや小説等を読んでいる、自分でJLPTなどの検定対策の勉強をしている

等、日本語学習について授業以外にどんな方法で勉強しているのかといったような質問に

対し、各学部の学生の間に差異は見られないという仮説である。 

 

  

   1.7.4 仮説 4 

「日本語学習意欲を上下させる要因」について、各学部の学生間に差異は見られない。 

先生に出された課題をしているとき、先生にほめられたとき等、どんな時に日本語を勉強

したり、したくないと思うようになったかといったような質問に対し、各学部の学生の間

に差異は見られないという仮説である。 
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第 2章 先行研究 

 
 この章では、日本語の学習理由や学習行動、学習意欲に関する先行研究について、定義、

関連する研究及び先行研究、参考文献をまとめる。 

 

2.1 学習意欲 

学習意欲とは英語の「motivation」から日本語訳されたものである。その他の訳として、

学習動機、動機づけなどがある。学習意欲の定義については研究者によってとらえ方が異

なり、用語の使用におけるあいまいさが複数の研究者によって指摘されている。こういっ

たなか、岡（2017）等以下のように学習意欲、動機が定義されている。 

学習動機は「なぜ人がそれを行うのか」、「どの程度その活動を維持しようとするの

か」、「いかにそれを達成しようとするのか」という三つの面を含んでいる。ドルニェイ 

ゾルタン（2005） 

学習動機は学習行動を喚起する心理学エネルギー、行動を促すもの。王（2016） 

 心理学では「やる気」や「学習意欲」について一般的に動機づけと呼び、行動を方向づ

ける基本的な欲求であると述べられている。さらに「動機づけ」を「目標達成のための推

進力」であり、「ある目標を達成するために行動を起こし、それを持続し、目標達成へ導

く内的な力」としている。山本（2015） 

 磯田（2008）は、「学習意欲」とは「学習者と授業との相互作用として起こる動的な現

象」と位置付けている。 

 日常生活で日本語学習の必要性がないタイにおいて、日本語教育は「外国語としての日

本語」であり、教室内での学習意欲を高めることが重要であるという観点から、吉川

（2011）は学校生活や授業を通しての「学習意欲」に焦点をあてた授業の在り方を検証し

た。 

 岡（2017）によれば、日本語教育において心理学の理論を用いる時は「動機づけ」が使

われることが多く、教育実践に比重を置く時は「学習意欲」が使われることが多いとされ

ている。 



7 
 

 したがって、日本語学習における学習動機や意欲とは、日本語の学習行動を起こすきっ

かけとなるような内から沸き起こる力であり、また、日本語学習を続けようとする意志で

ある。そして、その意志力は授業などの環境により変化するものであると考えられる。 

 

 2.2 「道具的動機づけ」と「統合的動機づけ」 

 第二言語教育においての動機づけに関する研究においてガードナー（Gardner R.C）他の

動機づけには「道具的動機づけ」と「統合的動機づけ」が広く知られている（Gardner ＆ 

Lambert, 1972; Gardner, 1985）。 

 「道具的動機づけ」とは仕事に就くため、留学をするためなど何かを達成するといった

目的を持って言語を学習することである。つまり、日本語能力検定といったような試験に

受かりたい、よりよい仕事や待遇を得たい、社会的な地位を得たいといったような理由に

より、学習者が目的達成のためにその言語を学ぶという実用的な動機である。 

 一方、「統合的動機づけ」とは目標言語や文化に関心があり、その中に入ること、つま

りその社会への統合を目的として言語を学習することである。つまり学ぶ対象の言語や文

化を学び、その社会に溶け込みたい、その社会に参加したいといったような理由で学習者

が目標言語を学ぶことである。 

 また、この動機づけの分類のほかに内発的動機づけと外発的動機づけがある。内発的動

機づけは、知りたい、楽しい、おもしろいといった学習者の心から沸き起こる感情、つま

り内面から出てくる動機づけのことである。そして外発的動機づけは、報酬がもらえるか

ら、評価が上がるから、褒められるからといったような外部から来る動機づけである。 

 

 2.3 関連する研究及び先行研究 

  2.3.1 「日本語学習動機と成績との関係―タイの大学生の場合―」成田（1998） 

成田（1998）はタイの大学生における日本語学習動機と成績との関係を研究している。

この研究では日本語学習動機のアンケート調査をバンコクの日本語を専攻する大学生に行

い、そこでの学習動機の因子を「文化理解の志向」「統合的志向」「道具的志向」「利益

享受志向」「国際性志向」「誘発的志向」と命名した。 



8 
 

「文化理解の志向」とは「日本文化を理解したい」「文化的な人間に見られたい」と

いった考え方を中心とする学習動機である。 

「統合的志向」とは「日本人と親しくなりたい」「日本人とコミュニケーションした

い」といった考え方を中心とする学習動機である。 

「道具的志向」とは将来の仕事のために「日本語の文献が読めるようになりたい」

「日本語で文章が書けるようになりたい」といった考え方を中心とする学習動機である。 

「利益享受志向」とは「勉強しておけば、将来何かの役に立つであろう」というよう

に目的の不明確さが見受けられる学習動機のことである。 

「国際性志向」とは日本語は国際的な言語であるからこれを学ぶことで自分も国際的

な人間になりたいといった考え方を中心とする学習動機である。 

「誘発的志向」とは「親や友人に促されて」とか「試験でいい点が取りたいから」と

いうように、本来日本語学習とは関係ないことに誘発された傾向が見受けられる学習動機

のことである。 

 調査結果から、統合的志向の強い学習者の成績が高く、利益享受志向や誘発的志向の強

い学習者の成績が低い傾向にあることがわかった。 

 

 2.3.2 「日本語学習行動への積極性の有無と学習意欲を高める要因に関する研究--

タイの高校生の場合」吉川（2011） 

 吉川（2011）は、タイの高校生の日本語学習意欲を高める要因と学習行動について研究

した。日本語学習意欲を高める要因質問と日本語学習行動の質問からなる質問紙をタイの

高校 1年生に対し実施している。 

 まず、日本語学習意欲を高める要因の 4段階の評定平均値を求めた。次に日本語学習意

欲を高める要因のうち、特定の要因が学習行動に影響を及ぼしているかどうかを調べてい

る。その後、日本語学習意欲を高める要因の因子分析を行っている。 

 これらの結果、学習意欲を高める要因として、やればできるという自信や、先生が自分

のことを気にかけていてくれるといった気持ち、成績が下がって頑張らなければという気

持ち、将来就きたい職業の目標等と結びついたときにやる気になると評価している。逆に

授業がつまらないときは頑張ろうと思わないと評価していることが明らかになった。 

 学習意欲を高める要因には、「関係性・有能感・日本を体感すること」と「日本語学習

内容」の二つの因子が見られた。内発的動機の構成要素である「関係性」「有能感」が含
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まれていることから、タイの中等教育における日本語学習には内発的動機づけが重要な要

因であることが示された。 

 

 2.3.3 「タイ中等教育における日本語学習動機、学習意欲を高める要因―日本

語学習行動増加群と減少群の比較―」吉川（2013） 

吉川（2013）はタイの中等教育における日本語学習動機と学習意欲を高める要因につい

ての研究をおこなった。学習行動について高校生の 1年次のはじめと終わりに調査を行い、

行動が増加した群と減少した群その結果を比較している。その中で日本語学習動機および

日本語学習意欲を高める要因の違いを研究している。 

 学習行動を点数化し、点数が増減によって学生を増加群、減少群の 2つに分けて分析を

行っている。差異の出た項目について、増加した項目は「授業時間以外でも先生に日本語

や日本文化について質問をする」「わからない単語や文があったとき、教科書や辞書で調

べる」といった自発的学習行動に増加傾向が見られた。一方、「日本語の授業に出席して

いる」「宿題が出たら期限を守る」という義務的な行動については減少傾向が見られた。

これについては授業に対する慣れが関係しているのではないかと述べられている。 

 次に学習動機を高める要因の調査について、各項目の結果については全てにおいて学習

行動の増加群のほうが減少群よりも高い平均値であった。その中で平均値の高かった項目

は「日本語の成績が上がったとき」「日本語が上手になっていると自分で感じたとき」と

いった自己の成長や上達を実感したり、他者からの評価を受けたりしたときであることが

わかる。 

「学習行動減少群が、増加群よりも、当初の動機が高かった」という結果から、最初に持

っている学習動機より、日々の授業を通して学習動機を喚起することの方が重要であり、

その学習意欲を維持させることで実際の学習行動につながると考えられると示されている。 
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第 3章 研究方法 

 

 この章ではアンケート調査を行うにあたり、アンケート調査の対象者の情報や調査の仕

方、分析の方法、データの統計についてまとめる。 

 アンケートの質問項目については、吉川（2013）などを参考に 38 項目を作成した。ア

ンケートのカテゴリーは「日本語の授業について」「日本語学習理由について」「日本語

学習行動について」「日本語学習意欲を上下させる要因について」の 4つである。 

 これらの質問項目をまず日本語で作成し、次に日本人日本語教師にチェックしてもらっ

た。その後、質問の内容がタイ語に反映されるようタイ人日本語教師にタイ語へ翻訳して

もらった。 

 

3.1 データ収集 

アンケート調査はアンケート用紙を使い、実施した。調査期間は 2020 年 3 月 2 日から

13日にかけて行った。具体的な数値は以下にまとめる。 

 

 3.1.1 母集団 

 TNIの JPN選択科目には JPN-302ビジネス日本語 6、JPN-403エンジニアのための日本語、

JPN-415読み書きのための日本語、JPN-417会話のための日本語といったコースがある。こ

れらのコースに在籍した学生 

  

 3.1.2 サンプル数 

JPN 選択科目受講学生 195 名に調査を行い、得られた回答数は 168 名であった。回収率

は 86.1%となった。詳細は次の表のとおりである。 
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表 1  調査対象者の割合 

学部 在籍者数 調査協力者 割合 

経営学部 86名 70名 81.4% 

工学部 47名 36名 76.6% 

情報学部 62名 62名 100% 

合計 195名 168名 86.2% 

 

以下の Krejcie＆Morgan(1970)の計算式で推奨されている数値は母集団 190 名に対しサン

プル数は 127名、母集団 200名に対しサンプル数は 132名（表 3参照）である。本調査で

は 195名に対し 168名のサンプル数となり、推奨される値を上回っている。 

 

 s =X²NP (1−P) ÷ d² (N −1) + X²P (1−P). 

s = required sample size. 

X² = the table value of chi-square for 1 degree of freedom at the desired confidence level (3.841). 

N = the population size. 

P = the population proportion (assumed to be .50 since this would provide the maximum sample size). 

d = the degree of accuracy expressed as a proportion (.05). 

 

表 2  サンプル数の定義（Krejcie&Morgan 1970） 

N 母集団 S サンプル数 

170 118 

180 123 

190 127 

200 132 

210 136 
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3.2 分析方法 

3.2.1 アンケートの構成について 

まず調査対象者の情報として学部について質問を設けた。 

次に、「日本語の授業について」「日本語学習理由について」「日本語学習行動につ

いて」「日本語学習意欲を上下させる要因について」の四つのカテゴリーに分けた。 

「日本語の授業について」「日本語学習理由について」「日本語学習行動について」

に 23 の質問を設け、それぞれに「5：とてもそう思う」「4：そう思う」「3：どちらとも

言えない」「2：そう思わない」「1：まったくそう思わない」の 5件法で回答を求めた。 

また、「日本語学習意欲を上下させる要因について」には 14 の質問を設け、それぞれ

に「5：やる気がとても出た」「4：やる気が出た」「3：変化なし」「2：やる気が下がっ

た」「1：やる気がとても下がった」の 5 件法で回答を求めた。こちらも、結果の分析方

法については各質問項目の平均値を以下の値で測定し分析した。 

結果の分析方法については各質問項目の平均値を以下の値で測定し分析した。 

 

表 3  平均値の評価基準 

平均値 評価 

4.21 – 5.00 とても高い (Very high) 

3.41 – 4.20 高い (High) 

2.61 – 3.40 どちらでもない (Moderate) 

1.81 – 2.60 低い (Low) 

1.00 – 1.80 とても低い (Very low) 

  

本調査では統計プログラムソフト（SPSS）を使用し、データを集計し、さらに記述統

計と推測統計を用いて分析を行った。 

記述統計は調査対象者の情報をパーセンテージを用いた要約や、各アンケート項目の

平均値、標準偏差の分析において用いた。推測統計は仮説検証において、一元配置分散分

析とその後の多重比較の最小有意差を使用し、各学部毎の属性の間に有意差が見られるの

かについての分析に用いた。 
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 3.2.2 質問項目のカテゴリー 

以下の表 4から表 7はアンケートの質問をカテゴリーごとにまとめたものである。 

 

表 4 日本語の授業について（カテゴリーA） 

การเรยีนภาษาญีÉปุน่ / 日本語の授業について 

1 
(A1) 

รูส้กึว่าการเรยีนภาษาญีÉปุน่วชิาเลอืกนีÊ สนุก / 今の科目は楽しい 

2 
(A2) 

รูส้กึว่าการเรยีนภาษาญีÉปุน่วชิาเลอืกนีÊ งา่ย / 今の科目は易しい 

3 
(A3) 

รูส้กึว่าภาษาญีÉปุ่นวชิาเลอืกนีÊ เป็นวชิาทีÉมปีระโยชน์ / 今の科目は為になる 

4 
(A4) 

รูส้ ึกว่าอยากเรยีนภาษาญีÉปุน่ต่อไปหลงัจากเรยีนจบจากสถาบนั / これからも日本語の勉

強を続けたい 

 

表 5 日本語学習理由（カテゴリーB） 

เหตุผลทีÉเรยีนภาษาญีÉปุ่น / 日本語学習理由 

5 
(B1) 

เพราะถา้ไดภ้าษาญีÉปุน่จะไดเ้งนิเดอืนด ี/ 日本語ができたら給料がいいから 

6 
(B2) 

เพราะอยากทํางานทีÉบรษิทัญีÉปุน่ในประเทศไทย / 将来、タイにある日系企業で働きた

いから 
7 
(B3) 

เพราะอนาคตอยากทาํงานทีÉเกีÉยวขอ้งกบัคนญีÉปุน่ / 将来、タイで日系企業以外で日本

人とかかわる仕事がしたいから 
8 
(B4) 

เพราะอยากทํางานทีÉประเทศญีÉปุน่ / 将来、日本で就職したいから 

9 
(B5) 

เพราะอยากไปเรยีนต่อทีÉประเทศญีÉปุน่ / 将来、日本で進学したいから 

10 
(B6) 

เพราะชอบอะนิเมะการต์ูนภาพยนตร ์หรอื นวนิยายญีÉปุ่น / 日本のまんがやアニメが好き

だから 
11 
(B7) 

เพราะชอบเพลงญีÉปุน่ / 日本の歌が好きだから 

12 
(B8) 

เพราะอยากไปเทีÉยวญีÉปุน่ / 日本を旅行したいから 

13 
(B9) 

เพราะอยากรูว้ฒันธรรมญีÉปุน่ / 日本の文化を知りたいから 

14 
(B10) 

เพราะมเีพืÉอนคนญีÉปุ่นอยูแ่ลว้ / 日本人の友達がいるから 

15 
(B11) 

เพราะอยากมเีพืÉอนคนญีÉปุ่น / 日本人の友達が欲しいから 
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表 6 日本語学習行動（カテゴリーC） 

วธิกีารเรยีนภาษาญีÉปุน่นอกชั Êนเรยีน / 日本語学習行動 

16 
(C1) 

ถามอาจารยเ์กีÉยวกบัภาษาญีÉปุ่นหรอืวฒันธรรมญีÉปุน่นอกเวลาเรยีน / 授業時間以外でも先

生に日本語や日本文化について質問をする 

17 
(C2) 

เขา้รว่มกจิกรรมต่างๆทีÉใชภ้าษาญีÉปุน่นอกชั Êนเรยีนเช่นเขา้สอบ JLPT, J-Challenge, Speech 

Contest เป็นต้น / 自分の日本語能力を試す機会（スピーチコンテストや JLPT な

ど）があれば、積極的に参加している 
18 
(C3) 

รอ้งเพลงภาษาญีÉปุน่และคน้หาความหมายของเนืÊอเพลง / 日本語の歌を聞いたり歌った

り、歌詞の意味を調べたりしている 
19 
(C4) 

ดอูะนิเมะภาพยนตรล์ะครหรอืซรีสีภ์าษาญีÉปุน่ / 日本語でアニメや映画、ドラマ、番組

等を見ている 
20 
(C5) 

อ่านนวนิยายหรอืการต์ูนภาษาญีÉปุน่ / 日本語でマンガや小説等を読んでいる 

21 
(C6) 

เล่นเกมสโ์ดยใชภ้าษาญีÉปุ่น / 日本語でゲームをしている 

22 
(C7) 

ใชภ้าษาญีÉปุ่นผ่าน Social Network ต่าง  ๆ/ SNSで日本語を使っている 

23 
(C8) 

เตรยีมสอบวดัระดบัภาษาญีÉปุ่นดว้ยตวัเองเช่น JLPT / 自分で JLPTなどの検定対策の勉

強をしている 
24 
(C9) 

เรยีนพเิศษภาษาญีÉปุน่ทีÉโ รงเรยีนสอนภาษาญีÉปุ่น / 日本語学校などで勉強している 

 

表 7 日本語学習意欲を上下させる要因（カテゴリーD） 

ปจัจยัทีÉทําใหม้แีรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่ / 日本語学習意欲を上下させる要因 

25 
(D1) 

ตอนทีÉเนืÊอ หาในคาบเรยีนวชิาภาษาญีÉปุน่น่าสนใจ / 日本語の授業内容が面白いとき 

26 
(D2) 

ตอนทีÉเนืÊอหาในคาบเรยีนวชิาภาษาญีÉปุน่ยาก / 日本語の授業の内容が難しいとき 

27 
(D3) 

ตอนทีÉวธิสีอนภาษาญีÉปุน่ของอาจารยเ์ขา้ใจง่าย / 日本語の授業で先生の教え方がわか

りやすいとき 
28 
(D4) 

ตอนทีÉทาํ Project วชิาภาษาญีÉปุน่ / プロジェクトしているとき 

29 
(D5) 

ตอนทีÉสืÉอสารกบัอาจารยญ์ีÉปุน่ไดเ้ป็นอยา่งดโีดยใช้ภาษาญีÉปุ่น / 日本人の先生と話してつ

たえたいことがうまく伝わったとき 
30 
(D6) 

ตอนทีÉไมส่ามารถสืÉอสารกบัอาจารยญ์ีÉปุน่โดยใชภ้าษาญีÉปุน่ได ้/ 日本人の先生と話してつ

たえたいことがうまく伝わらなかったとき 
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表 7 日本語学習意欲を上下させる要因（カテゴリーD）（続き） 

31 
(D7) 

ตอนทีÉทาํการบา้นหรอืงานต่างๆทีÉไดร้บัมอบหมายจากอาจารย ์/ 先生に出された課題をし

ているとき 

32 
(D8) 

ตอนทีÉได ้คะแนนสอบกลางภาคดกีว่าทีÉคดิไว ้ / 中間試験がうまくできたとき 

33 
(D9) 

ตอนทีÉได ้คะแนนสอบกลางภาคน้อยกว่าทีÉคดิไว ้/中間試験がうまくできなかったとき 

34 
(D10) 

ตอนทีÉเรยีนไวยากรณ์ตวัใหม ่/ 新しい文法などを勉強しているとき 

35 
(D11) 

ตอนทีÉโดนอาจารยท์ีÉสอนวชิาภาษาญีÉปุน่ด ุ/ 先生に怒られたとき 

36 
(D12) 

ตอนทีÉอาจารยท์ีÉสอนวชิาภาษาญีÉปุน่ชม / 先生にほめられたとき 

37 
(D13) 

ตอนทีÉเรยีนกบัอาจารยท์ีÉใจด ี/ 先生が親切なとき 

38 
(D14) 

ตอนทีÉไดร้บัความคดิเหน็ Feedback ต่างๆจากอาจารย ์/ 先生からフィードバックをもら

ったとき 

 

 3.2.3 質問項目の妥当性 

これらのアンケート項目は先行研究で実施されており、本調査では日本語とタイ語の

両言語で配布した。アンケート項目の作成にあたり、まず日本語の項目をタイ語へ翻訳し、

再度タイ語から日本語へ翻訳を行った。両言語における内容の妥当性については Harkness

他（2004）に基づき検証を行い相違がなかった。 

 また The Item-Objective Congruence（IOC）は、-1 から+1 までのスコア範囲に基づいてア

ンケート項目を評価するために使用した。適切である項目には 1点、不適切な項目は-1点、

どちらでもない項目は 0点とし、本アンケート項目の評価の結果においては以下のとおり

である。 

1点が 28項目、0点が 7項目、－1点は 3項目、計算式は(28-3) /38 =0.657となり、最低評価

点は 0.5であるため、本アンケートの質問項目は適切であるとみなされた。 

 

3.3 信頼性分析 

Cronbach のアルファ係数を使用し信頼性分析を行った。分析には SPSS を使用し、表 8

のアルファ係数では「日本語学習について」を除き、Nunnally, J., & Bernstien, I., （1994）が

推奨する最小許容レベル.700を上回っている。 
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表 8 信頼性分析 

カテゴリー Cronbach’s Alpha 

Cronbach’s Alpha 
Based on Standardize 

Items N. of Item 

日本語の授業について .606 .617 4 

日本語学習理由 .767 .782 11 

日本語学習行動 .832 .836 9 

日本語学習意欲を上下させる

要因 .845 .847 14 
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第 4章 データ分析 
 

この章では日本語の授業、学習理由、学習行動と学習意欲を上下させる要因について

のアンケートを 3つの要因から調査を行い、そこで得られた結果を以下の 3つの観点から

分析する。 

4.1 調査対象者 

4.2 日本語の授業、学習理由、学習行動、学習意欲を上下させる要因について 

4.3 仮説検証 

 

4.1 調査対象者 

 このアンケート調査では、TNI の JPN301 Business Japanese コース終了後の日本語選択科

目を履修した学生を対象に調査を実施した。対象者 195 名のうち、168 名から有効な回答

を得ることができた。調査は質問紙によるアンケートを行った。 

 

 4.1.1 「学部」 

 

表 1  学部 

学部 対象者数 有効回答者数 割合 

経営学部 86名 70名 36.9% 

工学部 47名 36名 41.7% 

情報学部 62名 62名 21.4% 

合計 195名 168名 100% 

 表 9 はアンケート回答者の学部別の割合を示している。168 名の回答者のうち経営学部

の学生は 70名で 36.9％、工学部の学生が 36名で 41.7％、情報学部の学生は 62名で 21.4％

であった。 
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 4.2 日本語の授業、日本語学習理由、学習行動、学習意欲について 

 本調査では日本語学習について 38 の質問を実施した。そして、4 つのカテゴリーに分

けた。「日本語の授業について」、「日本語学習理由について」、「日本語学習行動につ

いて」、「日本語学習意欲を上下させる要因について」である。 

「日本語の授業について」、「日本語学習理由について」、「日本語学習行動につい

て」の質問に対し、「5：とてもそう思う」「4：そう思う」「3：どちらとも言えない」

「2：あまりそう思わない」「1：まったくそう思わない」の 5件法で回答してもらった。 

つぎに「日本語学習意欲を上下させる要因について」は、「5：とてもやる気が出た」

「4：やる気が出た」「3：変化なし」「2：やる気が下がった」「1：やる気がとても下が

った」の 5件法で回答してもらった。 

 データ分析は統計プログラムソフト（SPSS）を使用した。そして、各項目の平均値は

表 3（P.12）に示したように以下の値で評価した。4.21 以上 5.00 以下の値は「とても高い

（Very high）」、3.41 以上 4.20 以下の値は「高い（High）」、2.61 以上 3.40 以下の値は

「どちらでもない（Moderate）」、1.81 以上 2.60 以下の値は「低い（Low）」、1.00 以上

1.80以下の値は「とても低い（Very low）」である。 

 

 4.2.1 「日本語の授業について」 

 

表 2 「日本語の授業について」の結果 

 

日本語の授業について Mean S.D 評価 

今の授業は為になる 4.43 .689 Very High 

これからも日本語の勉強を続けたい 4.24 .891 Very High 

今の授業は楽しい 4.17 .852 High 

今の授業は易しい 3.12 1.120 Moderate 
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表 10 は「日本語の授業について」のアンケート結果である。平均値の高い順に並べ替

えた。このカテゴリーの中で最も平均値が高い質問は「今の授業は為になる（4.43）」で

あった。2 番目に「これからも日本語の勉強を続けたい（4.24）」であった。この 2 つの

質問結果を見ると、必修科目とは異なり、あえて選択科目を履修する学生の回答であるこ

とから、日本語をより深く勉強したい学生が多いことが分かる 

そして「授業は楽しい（4.17）」となった。これは学習内容が難しくなっていくことで

日本語学習が楽しくないと感じる学生が少なからずいることが分かる。 

続いて「今の授業は易しい（3.12）」が最下位となっていることから、日本語選択科目

は JPN の学生にとっては難しいと言える。しかし、S.D が 1.120 と高い。したがって、今

の授業は易しいと思っている学生もいれば、難しいと思っている学生もいるということで

ある。 

 

 4.2.2 「日本語学習理由について」 

 

表 3 「日本語学習理由について」の結果 

日本語学習理由について Mean S.D 評価 

日本を旅行したいから 4.61 .665 Very High 

日本のマンガやアニメが好きだから 4.30 .927 Very High 

日本の文化を知りたいから 4.29 .891 Very High 

日本の歌が好きだから 4.18 1.042 High 

日本語ができたら給料がいいから 4.11 1.067 High 

日本人の友達が欲しい 4.02 1.012 High 
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表 11 「日本語学習理由について」の結果（続き） 

将来、タイで日系企業以外で日本人と関わる仕事がしたい

から 
3.99 1.006 High 

将来、日本で就職したいから 3.86 1.170 High 

将来、日本で進学したいから 3.85 1.212 High 

将来、タイにある日系企業で働きたいから 3.77 1.089 High 

日本人の友達がいるから 2.84 1.533 Moderate 

 

 表 11は「日本語学習理由について」のアンケート結果である。こちらも平均値の高

い順に並べ替えた。この中でもっとも平均値が高いものは「日本を旅行したいから

（4.61）」である。S.Dも 0.665と低いことから、かなり多くの学生は日本への旅行に高い

関心を持っていることが分かる。 

つぎに、「日本のマンガやアニメが好きだから（4.30）」や「日本の文化を知りたいか

ら（4.29）」となっている。この 2つの項目も very highであるが、「日本を旅行したいか

ら（4.61）」に比べると、S.Dが 0.927、0.891高くなっており、ややばらつきがあることが

分かる。 

 Highには「日本語ができたら給料がいいから」、「将来、タイで日系企業以外で日本

人とかかわる仕事がしたいから」、「将来、日本で就職したいから」、「将来、タイにあ

る日系企業で働きたいから」が入ってきており、将来日本と関わりがある仕事に就きたい

と考える学生が多いことがわかる。 

平均値がもっとも低い項目は「日本人の友達がいる」であった。これは日本人との交

流の機会の少なさが影響していると考えられる。 
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 4.2.3 「日本語学習行動について」 

 

表 12 「日本語学習行動について」の結果 

日本語学習行動について Mean S.D 評価 

日本語でアニメや映画、ドラマ、番組等を見ている 4.38 .901 Very High 

自分で JLPTなどの検定対策の勉強をしている 3.85 1.103 High 

日本の歌を聞いたり歌ったり、歌詞の意味を調べたりして

いる 
3.51 1.322 High 

日本語でゲームをしている 3.46 1.409 High 

SNSで日本語を使っている 3.40 1.328 Moderate 

日本語でマンガや小説等を読んでいる 3.29 1.420 Moderate 

自分の日本語能力を試す機会（スピーチコンテストや JLPT

など）があれば、積極的に参加している 
3.28 1.393 Moderate 

授業時間以外でも先生に日本語や日本文化について質問を

する 
3.13 1.151 Moderate 

日本語学校などで勉強している 2.66 1.484 Moderate 

 

表 12は「日本語学習行動について」のアンケート結果である。授業以外に、どうやって

日本語を学習しているかを聞いたものである。この中で平均値がもっとも高いものは「日本

語でアニメや映画、ドラマ、番組等を見ている（4.38）」であった。日本語選択科目受講

の学生は身近に見ることができるもので日本語に接していることが分かった。一方、「日

本語でマンガや小説等を読んでいる（3.29）」は平均値 3.29と大きくない。これは、見る

ことの方が、読むことより気軽に日本語に接することができるのではないかと考える。 
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 続いて、LevelがHighである項目、「自分で JLPTなどの検定対策の勉強をしている

（3.85）」、「日本語の歌を聞いたり歌ったり、歌詞の意味を調べたりしている

（3.51）」、「日本語でゲームをしている（3.46）」となっている。 

 Moderate が 5 項目となっており、「SNS で日本語を使っている（3.40）」、「日本語で

マンガや小説等を読んでいる（3.29）」では、文字に対して日本語を学ぶ姿勢が伺える。

「自分の日本語能力を試す機会（スピーチコンテストや JLPT など）があれば、積極的に

参加している（3.28）」、「授業時間以外でも先生に日本語や日本文化について質問をす

る（3.13）」、「日本語学校などで勉強している（2.66）」となっていることから、多く

の学生は大学の授業を中心に日本語を学習しているといえる。 

 

 4.2.4 「日本語学習意欲を上下させる要因について」 

 

表 13 「日本語学習意欲を上下させる要因について」の結果 

日本語学習意欲を上下させる要因について Mean S.D 評価 

先生が親切なとき 4.32 .891 Very High 

先生からフィードバックをもらったとき 4.24 .863 Very High 

日本語の授業で先生の教え方がわかりやすいとき 4.17 .920 High 

日本人の先生と話して伝えたいことがうまく伝わったとき 4.14 .909 High 

日本語の授業の内容がおもしろいとき 4.13 .926 High 

先生に褒められたとき 4.02 1.003 High 

中間試験がうまくできたとき 3.95 .927 High 

新しい文法などを勉強しているとき 3.61 1.122 High 
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表 13 「日本語学習意欲を上下させる要因について」の結果（続き） 

日本語の授業の内容がむずかしいとき 3.43 1.119 High 

先生に出された課題をしているとき 3.43 .964 High 

プロジェクトをしているとき 3.40 .961 Moderate 

日本人の先生と話し伝えたいことがうまく伝わらなかった

とき 
3.31 1.228 Moderate 

中間試験がうまくできなかったとき 3.27 1.216 Moderate 

先生に怒られたとき 2.69 1.281 Moderate 

  

表 13 は「日本語学習意欲を上下させる要因について」のアンケート結果である。「先生

が親切なとき（4.32）」、「先生からフィードバックをもらったとき（4.24）」と先生と

コミュニケーションをして関わったとき、学習意欲が高くなったことが分かった。他に先

生と関わる項目に「日本人の先生と話してつたえたいことがうまく伝わったとき

（4.14）」、「先生に怒られたとき（4.02）」と平均値が High が続いている。平均値が

Moderate では「日本人の先生と話してつたえたいことがうまく伝わらなかったとき

（3.31）」、「先生に怒られたとき（2.69）」となっている。「先生に褒められたとき

（4.02）」は学習意欲が高くなり、「先生に怒られたとき」は学生の学習意欲が下がった。 

 授業に対しての項目では、「日本語の授業で先生の教え方がわかりやすいとき

（4.17）」、「日本語の授業の内容がおもしろいとき（4.13）」、「新しい文法などを勉

強しているとき（3.61）」、「日本語の授業の内容がむずかしいとき（3.43）」と評価

High である。授業が分かりやすかったり、おもしろかったときは学習意欲が高くなるが、

新しい文法や授業が難しいときは学習意欲が高くならないことがわかる。 

 評価が Moderate に「プロジェクトをしているとき（3.40）」、「中間試験がうまくでき

なかったとき（3.27）」がある。「プロジェクトをしているとき」のプロジェクトとは

JPN の授業におけるアクティビティの一環で、学生がグループを作り、学生が教師から与
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えられたお題について調べたことを日本語で発表する活動である。このプロジェクト活動

では、学生が授業外にグループで発表内容を調べたり、担当教員と会って発表の準備をし

たりする。授業以外の時間を使い、日本語の学習を行っているが、それほど学習意欲の向

上に寄与していないことがわかる。 

 また、今回のアンケートは期末試験後に行ったため、中間試験によって試験の結果が学

習意欲に影響したかを測った。結果的に試験の結果が良くても、学習意欲の高低にそれほ

ど影響を与えないことがわかる。 

 ここまでのアンケート内容を要約すると、表 10 から日本語選択科目を受講する学生は

日本語の授業に対し、自分の日本語能力向上にプラスになると考え、今後も引き続き勉強

を持続したいと考えている。ただし、授業を易しいと考えている学生もいれば、難しいと

考えている学生も存在し、ばらつきがある。また、表 11 から日本語学習理由は、日系企

業への就職や留学することより、旅行がしたいことや漫画アニメが好き、日本の文化を知

りたいといったことが多い。そして、表 12 から日本語学習行動は、日本語でアニメや映

画、ドラマなどを見て勉強している学生が多い。次に表 13 から日本語学習意欲を上下さ

せる要因として、日本語教師の親切な対応やフィードバックにより学習意欲が高まり、教

師との会話や試験が上手にできなかったり、教師に怒られたとき意欲が低下している。 

 

4.3 仮説検証 

 調査対象である経営学部、工学部、情報学部といった各学部の学生は、日本語学習の姿

勢に違いがあるのかという点から仮設の検証を行う。仮設における属性は「学部別」であ

る。カテゴリーとしては、カテゴリーA を「日本語授業について」、カテゴリーB を「日

本語学習理由について」、カテゴリーC を「日本語学習行動について」、カテゴリーD を

「日本語学習意欲を上下させる要因について」に分ける。そして、その 4つのカテゴリー

に対し、属性による有意差について分析する。 

 

 4.3.1  仮説 1 

各学部ごとには、カテゴリーAの「日本語の授業について」の差異は見られない。 
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H0：μ1=μ2=μ3 （BA＝E＝IT）  

H1：μ1≠μｉ 

 

表 14  仮説 1 一元配置分散分析（カテゴリーA） 

従属変数及び因子  N Mean 
Std. 

Deviation 
F Sig. 

A1 
今の科目は楽しい 

BA 70 4.24 .892 

.972  .380  
E 36 4.00 .926 

IT 62 4.18 .758 

Total 168 4.17 .852 

A2 
今の科目は易しい 

BA 70 3.13 1.141 

.164  .849  
E 36 3.03 1.207 

IT 62 3.16 1.059 

Total 168 3.12 1.120 

A3 
今の科目は為になる 

BA 70 4.51 .608 

.818  .443  
E 36 4.36 .931 

IT 62 4.39 .610 

Total 168 4.43 .689 

A4 
これからも日本語の勉強を

続けたい 

BA 70 4.13 .962 

.917  .402  
E 36 4.33 .756 

IT 62 4.31 .879 

Total 168 4.24 .891 

  

表 14 において、A1「今の科目は楽しい」の有意確率は.380 であり、有意水準（α=.050）

より高いことから差異が見られない。 

A2「今の科目は易しい」の有意確率は.849 であり、有意水準（α=.050）より高いことか

ら差異が見られない。 

A3「今の科目は為になる」の有意確率は.443 であり、有意水準（α=.050）より高いこと

から差異が見られない。 

A4「これからも日本語の勉強を続けたい」の有意確率は.402 であり、有意水準（α=.050）

より高いことから差異が見られない。 

つまり、カテゴリーA においては各学部間に有意差が認められなかった。よって、仮説

のとおり、各学部の学生は同じような傾向であることが分かった。なお、項目 A2 のみす

べての学部において S.D が 1 を超えており、ばらつきがみられた。これは A2 の「今の科
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目は易しい」という質問に対し、学生の多くは「そうとは思わない」と考えているものの

易しいと考える学生もいれば、難しいと考える学生もいるということを示している。 

 

 4.3.2 仮説 2  

各学部ごとには、カテゴリーBの「日本語学習理由」の差異は見られない。 

 

H0：μ1=μ2=μ3 （BA＝E＝IT）  

H1：μ1≠μｉ 

 

表 15  仮説 2 一元配置分散分析（カテゴリーB） 

従属変数及び因子 N Mean 
Std. 

Deviation 
F Sig. 

B1 
日本語ができたら給料がいい

から 

BA 70 4.06 1.190 

1.039 .356 
E 36 4.33 .926 

IT 62 4.03 .991 

Total 168 4.11 1.067 

B2 
将来、タイにある日系企業で

働きたいから 

BA 70 3.89 1.097 

2.759 .066 
E 36 3.97 1.108 

IT 62 3.52 1.036 

Total 168 3.77 1.089 

B3 
将来、タイで日系企業以外で

日本人と関わる仕事がしたい

から 

BA 70 3.86 1.026 

2.437 .091 
E 36 4.31 .856 

IT 62 3.97 1.040 

Total 168 3.99 1.006 

B4 
将来、日本で就職したいから 

BA 70 3.70 1.159 

3.536 .031 
E 36 4.31 .951 

IT 62 3.77 1.247 

Total 168 3.86 1.170 

B5 
将来、日本で進学したいから 

BA 70 3.89 1.186 

1.480 .231 
E 36 3.56 1.362 

IT 62 3.98 1.138 

Total 168 3.85 1.212 

B6 
日本のまんがやアニメが好き

だから 

BA 70 4.09 1.073 

3.468 .033 
E 36 4.50 .697 

IT 62 4.44 .822 

Total 168 4.30 .927 
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表 15  仮説 2 一元配置分散分析（カテゴリーB）（続き） 

B7 
日本の歌が好きだから 

BA 70 3.91 1.236 

4.886 .009 
E 36 4.22 .929 

IT 62 4.47 .762 

Total 168 4.18 1.042 

B8 
日本を旅行したいから 

BA 70 4.57 .627 

.270 .764 
E 36 4.67 .586 

IT 62 4.63 .752 

Total 168 4.61 .665 

B9 
日本の文化を知りたいから 

BA 70 4.23 .935 

.567 .568 
E 36 4.25 1.025 

IT 62 4.39 .754 

Total 168 4.29 .891 

B10 
日本人の友達がいるから 

BA 70 2.77 1.590 

.352 .704 
E 36 3.03 1.464 

IT 62 2.81 1.524 

Total 168 2.84 1.533 

B11 
日本人の友達が欲しいから 

BA 70 4.07 1.040 

.201 .818 
E 36 3.94 1.013 

IT 62 4.00 .992 

Total 168 4.02 1.012 

 

 表 15 において、B1「日本語ができたら給料がいいから」の有意確率は.356 であり、有

意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

B2「将来、タイにある日系企業で働きたいから」の有意確率は.066 であり、有意水準（α

=.050）より高いことから差異が見られない。しかし、有意な傾向が認められる。 

B3「将来、タイで日系企業以外で日本人と関わる仕事がしたいから」の有意確率は.091 で

あり、有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

B4「将来、日本で就職したいから」の有意確率は.031 であり、有意水準（α=.050）より

低いことから差異が見られた。よって、この仮説ではH0は棄却された。 

B5「将来、日本で進学したいから」の有意確率は.231 であり、有意水準（α=.050）より

高いことから差異が見られない。 

B6「日本のまんがやアニメが好きだから」の有意確率は.033 であり、有意水準（α=.050）

より低いことから差異が見られた。よって、この仮説ではH0は棄却された。 
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B7「日本の歌が好きだから」の有意確率は.009 であり、有意水準（α=.050）より低いこ

とから差異が見られた。よって、この仮説では H0は棄却された。 

B8「日本を旅行したいから」の有意確率は.764 であり、有意水準（α=.050）より高いこ

とから差異が見られない。 

B9「日本の文化を知りたいから」の有意確率は.568 であり、有意水準（α=.050）より高

いことから差異が見られない。 

B10「日本人の友達がいるから」の有意確率は.704 であり、有意水準（α=.050）より高い

ことから差異が見られない。 

B11「日本人の友達が欲しいから」の有意確率は.818 であり、有意水準（α=.050）より高

いことから差異が見られない。 

つぎに項目 B2 や B4、B6、B7 のように、差異が見られたまたは傾向が見られた項目に

対し、さらに学部間の多重比較の最小有意差を求めた。 

 

表 16  仮説 2 その後の多重比較の最小有意差（カテゴリーB2） 

Dependent Variable 
Mean Difference  

(I-J) 
Std. Error Sig. 

B2   
将来、タイにある日系企業

で働きたいから 
BA 

E -.087  .221  .696  

IT .370  .188  .051  

E IT .456* .226  .045  

 

表 16において、B2「将来タイにある日系企業で働きたいから」では、Eと ITの有意差

は.045 であり、有意水準（α=.050）より低いことから差異が見られた、また、BA と IT の

有意差は.051であり、差異がある傾向が見られた。 

さらにB2の各学部ごとの平均値と標準偏差を算出すると以下の表 17のとおりである。 

 

表 17  仮説 2 項目B2の各学部ごとのMeanと S.D 

学部 Mean SD 

BA 3.89 1.097 

E 3.97 1.108 

IT 3.52 1.036 
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 表 17 では、IT つまり、情報学部の学生は経営学部や工学部の学生に比べると日系企業

への就職といった道具的動機が比較的低いことがわかる。 

 

表 18  仮説 2 項目B4のその後の多重比較の最小有意差 

Dependent Variable 
Mean Difference  

(I-J) 
Std. Error Sig. 

B4  
将来、日本で就職したいか

ら 
BA 

E -.606* .236  .011  

IT -.074  .201  .713  

E IT .531* .242  .029  

 

表 18では、B4「将来、日本で就職したいから」において、BAと E、そして E と IT の

有意差は.011 と.029 であり、有意水準（α=.050）より低いことから差異が見られた。次に

B4の各学部ごとの平均値と標準偏差を算出すると以下の表 19のとおりである。 

 

表 19 仮説 2 項目B4の各学部ごとのMeanと SD 

学部 Mean SD 

BA 3.70 1.159 

E 4.31 .951 

IT 3.77 1.247 

  

表 19 では、工学部の学生の多くは日本で就職したいと考えており、経営学部や情報学

部に比べて顕著であった。 

B2「将来、タイにある日系企業で働きたいから」と B4「将来、日本で就職したいから」

の分析から、表 17 より情報学部の学生は日本の企業に就職したいという意思が強くない

学生が多い。そして、経営学部の学生はタイにある日系企業に就職したい傾向はあるが、

表 19 より日本に行って働きたいとは思っていない傾向がある。その一方、工学部の学生

はタイに進出した日系企業や日本での就業に意欲のある学生が他の学部の学生に比べ多い

傾向があるということがわかった。 

しかし、工学部の学生に焦点を当てると、B2「将来、タイにある日系企業で働きたい

から」と B4「将来、日本で就職したいから」のMeanを比べると、「将来、タイにある日

系企業で働きたいから」が 3.97であるのに対し、「将来、日本で就職したいから」は 4.31
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であった。また、B2 と B3「将来、タイで日系企業以外で日本人と関わる仕事がしたいか

ら」の Meanを比べると B2が 3.97であり、B3が 4.31と開きがあった。したがって、単純

に工学部の学生は日系企業に勤めたいとは考えていないことがわかる。 

 

表 20 仮説 2 項目B6のその後の多重比較の最小有意差 

Dependent Variable 
Mean Difference  

(I-J) 
Std. Error Sig. 

B6 
日本のまんがやアニメが好

きだから 
BA 

E -.414* .187  .028  

IT -.350* .159  .030  

E IT .065  .191  .737  

 

 表 20では、B6「日本のまんがやアニメが好きだから」において、BA と E、そして BA

と E の有意差は.028 と.030 であり、有意水準（α=.050）より低いことから差異が見られた。

次にB6の各学部ごとの平均値と標準偏差を算出すると以下の表 21のとおりである。 

 

表 21  仮説 2 項目B6の各学部ごとのMeanと SD 

学部 Mean SD 

BA 4.09 1.073 

E 4.50 .697 

IT 4.44 .822 

 

 表 21 では、経営学部の学生は工学部や情報学部の学生に比べると日本のまんがやアニ

メが好きな学生は少ないことがわかる。また、S.D も 1.073 とばらつきがあり、日本のま

んがやアニメが好きな学生もいれば、それほど好きではない学生もいる。 

 

表 22  仮説 2 その後の多重比較の最小有意差（カテゴリーB7） 

Dependent Variable 
Mean Difference  

(I-J) 
Std. Error Sig. 

B7 
日本の歌が好きだから BA 

E -.308 .209 .142 

IT -.553* .178 .002  

E IT -.246  .213  .252 
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 表 22 では、B7「日本の歌が好きだから」において、BA と IT の有意差は.002 であり、

有意水準（α=.050）より低いことから差異が見られた。次に B6 の各学部ごとの平均値と

標準偏差を算出すると以下の表 23のとおりである。 

 

表 23  仮説 2 項目B7の各学部ごとのMeanと SD 

学部 Mean SD 

BA 3.91 1.236 

E 4.22 .929 

IT 4.47 .762 

 

 表 23 では、情報学部の学生は経営学部や工学部の学生に比べると日本の歌が好きな学

生が多いことがわかる。 

 

 4.3.3 仮説 3  

各学部ごとには、カテゴリーC「日本語学習行動について」の差異は見られない。 

 

H0：μ1=μ2=μ3 （E＝IT＝BA）  

H1：μ1≠μｉ 

 

表 24  仮説 3 カテゴリーCの一元配置分散分析 

従属変数及び因子 N Mean 
Std. 

Deviation 
F Sig. 

C1 
授業時間以外でも先生に日

本語や日本文化について質

問をする 

BA 70 3.23 1.299 

.880 .417 
E 36 2.92 1.105 

IT 62 3.15 .989 

Total 168 3.13 1.151 

C2 
自分の日本語能力を試す機

会があれば、積極的に参加

している 

BA 70 3.16 1.410 

.498 .609 
E 36 3.42 1.339 

IT 62 3.34 1.414 

Total 168 3.28 1.393 

C3 
日本語の歌を聞いたり歌っ

たり、歌詞の意味を調べた

りしてる 

BA 70 3.33 1.432 

1.494 .227 
E 36 3.50 1.342 

IT 62 3.73 1.162 

Total 168 3.51 1.322 
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表 24  仮説 3 カテゴリーCの一元配置分散分析（続き） 

C4 
日本語でアニメや映画、ド

ラマ、番組等を見ている 

BA 70 4.26 1.017 

1.157 .317 
E 36 4.44 .909 

IT 62 4.48 .741 

Total 168 4.38 .901 

C5 
日本語でマンガや小説等を

読んでいる 

BA 70 3.03 1.464 

2.087 .127 
E 36 3.47 1.404 

IT 62 3.48 1.352 

Total 168 3.29 1.420 

C6 
日本語でゲームをしている 

BA 70 3.30 1.526 

.821 .442 
E 36 3.64 1.417 

IT 62 3.53 1.264 

Total 168 3.46 1.409 

C7 
SNSで日本語を使っている 

BA 70 3.39 1.477 

1.246 .290 
E 36 3.69 1.167 

IT 62 3.26 1.227 

Total 168 3.40 1.328 

C8 
自分でJLPTなどの検定対

策の勉強をしている 

BA 70 3.89 1.174 

3.845 .023 
E 36 4.22 .959 

IT 62 3.60 1.047 

Total 168 3.85 1.103 

C9 
日本語学校などで勉強して

いる 

BA 70 2.77 1.553 

.962 .384 
E 36 2.36 1.397 

IT 62 2.71 1.453 

Total 168 2.66 1.484 

 

 表 24 において、C1「授業時間以外でも先生に日本語や日本文化について質問をする」

の有意確率は.417であり、有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

C2「自分の日本語能力を試す機会があれば、積極的に参加している」の有意確率は.609 で

あり、有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

C3「日本語の歌を聞いたり歌ったり、歌詞の意味を調べたりしてる」の有意確率は.227 で

あり、有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

C4「日本語でアニメや映画、ドラマ、番組等を見ている」の有意確率は.317 であり、有意

水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

C5「日本語でマンガや小説等を読んでいる」の有意確率は.127 であり、有意水準（α

=.050）より高いことから差異が見られない。 
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C6「日本語でゲームをしている」の有意確率は.442 であり、有意水準（α=.050）より高

いことから差異が見られない。 

C7「SNS で日本語を使っている」の有意確率は.290 であり、有意水準（α=.050）より高

いことから差異が見られない。 

C8「自分で JLPT などの検定対策の勉強をしている」の有意確率は.023 であり、有意水準

（α=.050）より低いことから差異が見られた。よって、この仮説では H0は棄却された。 

C9「日本語学校などで勉強している」の有意確率は.384 であり、有意水準（α=.050）よ

り高いことから差異が見られない。 

つぎに C8 のように、差異が見られた項目に対し、さらに学部間の多重比較の最小有意

差を求めた。 

 

表 25  仮説 3 項目C8のその後の多重比較の最小有意差 

Dependent Variable 
Mean Difference  

(I-J) 
Std. Error Sig. 

C8  
自分でJLPTなどの検定対

策の勉強をしている 
BA 

E -.337  .223  .132  

IT .289  .189  .129  

E IT .625* .227  .007  

 

 表 25では、C8「自分でJLPTなどの検定対策の勉強をしている」において、Eと ITの有

意差は.007 であり、有意水準（α=.050）より低いことから差異が見られた。次に C8 の各

学部ごとの平均値と標準偏差を算出すると以下の表 26のとおりである。 

 

表 26 仮説 3 項目 C8の各学部ごとのMeanと SD 

学部 Mean SD 

BA 3.89 1.174 

E 4.22 .959 

IT 3.60 1.047 

 表 26では、工学部は「自分で JLPTなどの検定対策の勉強をしている」学生が最も多い

傾向であることがわかる。続いて経営学部の学生となっており、情報学部が「自分で

JLPTなどの検定対策の勉強をしている」学生が最も少ない傾向となっている。 
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 4.3.4 仮説 4  

各学部ごとには、カテゴリーD「学習意欲を上下させる要因」の差異は見られない。 

 

H0：μ1=μ2=μ3 （E＝IT＝BA）  

H1：μ1≠μｉ 

 

表 27 仮説 4 カテゴリーDの一元配置分散分析 

従属変数及び因子 N Mean 
Std. 

Deviation 
F Sig. 

D1 
日本語の授業の内容がおも

しろいとき 

BA 70 4.09 .928 

.390 .678 
E 36 4.25 .937 

IT 62 4.11 .925 

Total 168 4.13 .926 

D2 
日本語の授業の内容がむず

かしいとき 

BA 70 3.47 1.164 

.066 .936 
E 36 3.42 1.156 

IT 62 3.40 1.063 

Total 168 3.43 1.119 

D3 
日本語の授業で先生の教え

方がわかりやすいとき 

BA 70 4.09 .974 

.483 .618 
E 36 4.25 .967 

IT 62 4.21 .832 

Total 168 4.17 .920 

D4 
プロジェクトしているとき 

BA 70 3.44 1.016 

.160 .852 
E 36 3.33 1.095 

IT 62 3.39 .817 

Total 168 3.40 .961 

D5 
日本人の先生と話し伝えた

いことがうまく伝わったと

き 

BA 70 4.13 .947 

.039 .961 
E 36 4.11 .854 

IT 62 4.16 .909 

Total 168 4.14 .909 

D6 
日本人の先生と話し伝えた

いことがうまく伝わらなか

ったとき 

BA 70 3.43 1.246 

1.074 .344 
E 36 3.39 1.337 

IT 62 3.13 1.138 

Total 168 3.31 1.228 

D7 
先生に出された課題をして

いるとき 

BA 70 3.60 1.027 

2.102 .125 
E 36 3.42 .967 

IT 62 3.26 .867 

Total 168 3.43 .964 
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表 27  仮説 4 カテゴリーDの一元配置分散分析（続き） 

D8 
中間試験がうまくできたと

き 

BA 70 3.90 1.038 

.237 .789 
E 36 4.03 .941 

IT 62 3.97 .789 

Total 168 3.95 .927 

D9 
中間試験がうまくできなか

ったとき 

BA 70 3.46 1.236 

2.502 .085 
E 36 3.36 1.268 

IT 62 3.00 1.131 

Total 168 3.27 1.216 

D10 
新しい文法などを勉強して

いるとき 

BA 70 3.59 1.148 

.778 .461 
E 36 3.81 1.261 

IT 62 3.52 1.004 

Total 168 3.61 1.122 

D11 
先生に怒られたとき 

BA 70 2.90 1.309 

2.405 .093 
E 36 2.75 1.461 

IT 62 2.42 1.095 

Total 168 2.69 1.281 

D12 
先生にほめられたとき 

BA 70 4.19 .997 

1.577 .210 
E 36 3.92 .996 

IT 62 3.90 1.003 

Total 168 4.02 1.003 

D13 
先生が親切なとき 

BA 70 4.34 .866 

.061 .941 
E 36 4.33 .894 

IT 62 4.29 .930 

Total 168 4.32 .891 

D14 
先生からフィードバックを

もらったとき 

BA 70 4.17 .884 

.357 .700 
E 36 4.28 .849 

IT 62 4.29 .857 

Total 168 4.24 .863 

 

 表 27 において、項目 D1「日本語の授業の内容がおもしろいとき」の有意確率は.678 で

あり、有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

D2「日本語の授業の内容がむずかしいとき」の有意確率は.936 であり、有意水準（α

=.050）より高いことから差異が見られない。 

D3「日本語の授業で先生の教え方がわかりやすいとき」の有意確率は.618であり、有意水

準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 
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D4「プロジェクトしているとき」の有意確率は.852 であり、有意水準（α=.050）より高

いことから差異が見られない。 

D5「日本人の先生と話し伝えたいことがうまく伝わったとき」の有意確率は.961であり、

有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

D6「日本人の先生と話し伝えたいことがうまく伝わらなかったとき」の有意確率は.344で

あり、有意水準（α=.050）より高いことから差異が見られない。 

D7「先生に出された課題をしているとき」の有意確率は.125 であり、有意水準（α=.050）

より高いことから差異が見られない。 

D8「中間試験がうまくできたとき」の有意確率は.789 であり、有意水準（α=.050）より

高いことから差異が見られない。 

D9「中間試験がうまくできなかったとき」の有意確率は.085 であり、有意水準（α=.050）

より高いことから差異が見られない。 

D10「新しい文法などを勉強しているとき」の有意確率は.461 であり、有意水準（α=.050）

より高いことから差異が見られない。 

D11「先生に怒られたとき」の有意確率は.093 であり、有意水準（α=.050）より高いこと

から差異が見られない。 

D12「先生にほめられたとき」の有意確率は.210 であり、有意水準（α=.050）より高いこ

とから差異が見られない。 

D13「先生が親切なとき」の有意確率は.941 であり、有意水準（α=.050）より高いことか

ら差異が見られない。 

D14「先生からフィードバックをもらったとき」の有意確率は.700 であり、有意水準（α

=.050）より高いことから差異が見られない。 

以上のことから、カテゴリーD「学習意欲を上下させる要因」において、項目 D1 から

D14 の質問で経営学部、工学部、情報学部の各学部の学生に差異は見られず、同じような

傾向であることがわかった。 

 

 



37 
 

第 5章 結論と提言 
 

 5.1 調査結果の分析 

 5.1. 1 4章の要約 

 本アンケート調査ではTNIのビジネス日本語コース（JPN）の選択科目履修者を対象に

調査を実施し、168名から回答が得られた。 

対象者の内訳は学部別で次の通りである。経営学部 70 名、工学部 36 名、情報学部 62 名

であった。 

 アンケートにおける 4つのカテゴリーそれぞれで、そう思うと考える学生の平均値が

高かったものは以下の通りであった。 

カテゴリーA の「日本語の授業について」では、「今の授業は為になる」の平均値が最

も高かった。 

カテゴリーB の「日本語学習理由について」では、「日本を旅行したいから」の平均値

が最も高かった。ここでは旅行をしたいや漫画が好き、日本文化を知りたいなどといった

「文化理解志向」が上位に続き、次に給料がよくなるや日本で働きたい等といった「道具

的志向」や、「日本人の友だちが欲しい」といった国際性志向が続いた。ここから、対象

の学生では、道具的動機より統合的動機が高いことが分かった。 

カテゴリーC の「日本語学習行動について」では、「日本語でアニメや映画、ドラマ、

番組等を見ている」のみが Very High であった。対象学生は上記にもあったように「文化

理解志向」が強く、統合的動機により日本語を学習する学生が多いことから、日本語学習

行動も日本のアニメや映画等を見て日本語を学習しようとする学生が多いと考えられる。 

カテゴリーD の「日本語学習意欲を上下させる要因について」では、「先生が親切なと

き」「先生からフィードバックをもらったとき」に意欲が高まると思う学生の平均値が

Very High であった。そして、「日本語の授業で先生の教え方がわかりやすいとき」や

「日本人の先生と話して伝えたいことがうまく伝わったとき」が続いていた。 

 対象学生は日本語学習に対し、統合的動機が強い傾向があり、学習行動にも表れている。

そして、日本語学習意欲を高める要因には「関係性」、「日本語学習内容」、「有能感」

といった因子が見られた。 
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 5.1.2 仮説の要約 

 本研究では各学部において、日本語学習に対する姿勢に差異が見られるかについて仮説

検証を行った。 

 ・仮説 1「日本語授業について」では各学部に差異は見られなかった。 

 ・仮説 2「日本語学習理由」では、3項目に差異が見られた。 

 項目 B4 の「将来、日本で就職したいから」では、工学部は Mean が 4.31 ととても高く、

日本での就職を希望し、それが学習理由となっている。一方、経営学部と情報学部は 3.70

と 3.77 となっており、同じぐらいの学習理由である。この項目の学習理由は道具的動機

によって生じたものといえる。 

 項目 B6 の「日本のまんがやアニメが好きだから」では、経営学部の Mean が 4.09 であ

るのに比べ、工学部や情報学部の学生は 4.40 以上と非常に多くの学生が日本のまんがや

アニメが好きなことが学習理由となっている。この項目の学習理由は統合的動機から生じ

た動機であるといえる。 

 項目 B7 の「日本の歌が好きだから」では、工学部と情報学部は Mean が 4.22 以上と高

いのに比べ経営学部は 3.91 であった。つまり、工学部と情報学部の学生の多くは日本の

歌が好きであることが学習理由となっている。この項目の学習理由も統合的動機から生じ

たものといえる。 

・仮説 3「日本語学習行動」では、1項目に差異が見られた。 

 項目 C8 の「自分で JLPT などの検定対策の勉強をしている」では、工学部の学生は

Mean が 4.22 であったのに対し、経営学部が 3.89、情報学部が 3.60 であった。これは工学

部の学生は JLPTなどの検定が日本語を学習する行動となっている。そして、B4の「将来、

日本で就職したいから」でも工学部が高かった。工学部の学生のみ顕著であったこの 2項

目はお互いに何らかの関係があると考えられる。 

・仮説 4「学習意欲を上下させる要因」では各学部に差異は見られなかった。 
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5.2 先行研究との類似点 

吉川（2011）のタイの高校生を対象とし、日本語学習意欲を高める要因と学習行動との

関係を調査し、内発的動機づけの重要性を示唆している。これは表 13 の日本語学習意欲

を上下させる要因の Mean 上位四つは「先生が親切なとき（4.32）」「先生からフィード

バックをもらったとき（4.24）」「日本語の授業で先生の教え方がわかりやすいとき

（4.17）」「日本人の先生と話して伝えたいことがうまく伝わったとき（4.14）であった。

これら上位四項目に「関係性」「日本語学習内容」「有能感」といった因子が見られたこ

とから、吉川（2011）と共通の結果つまり、日本語意欲を高める要因に内発的動機づけが

重要であるということがTNIの学生である対象学生からも得られた。 

 

5.3 提言 

 TNI における JPN の日本語選択科目では、JPN302（JPN301 の続き）、JPN403（エンジ

ニアのための日本語）、JPN415（読み書きのための日本語）、JPN417（会話のための日本

語）がある。今回、日本語の授業、日本語学習理由や学習行動、学習意欲を上下させる要

因についてを調査し、それらを分析したうえで、どのような改善が可能か次に述べてみた

い。 

 

 5.3.1 「日本を旅行する」ための日本語講座 

表 11 と表 15 の日本語学習動機において、「日本を旅行したいから（4.61）」は学部関

係なく Meanが高かった。また、S.Dも 0.665であることから、多くの学生が日本を旅行し

たいことがわかる。したがって、日本への旅行を切り口に様々な日本の情景や社会、文化

を知るうるような新たな選択科目の設置、もしくは現在の選択科目の学習内容に加えるよ

うな講義を学生が求めているといえる。 

 

 5.3.2 学生の様々な日本語能力に対応するための日本語講座設置 

 カテゴリーA の「日本語学習について」では、3 学部の学生に違いは見られなかった。

また、JPN の日本語選択科目を受講する学生は統合的志向が強いことがわかった。そして、

項目 A2 の「今の科目は易しい」の Mean が 3.12、S.D が 1.12 である。これは今の科目が
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「易しい」「易しくも難しくもない」「難しい」と考える学生がいることを意味する。つ

まり、現在 JPNの選択科目と学生と日本語能力が釣り合っていないことを表している。 

 よって、JPN の学生が学生自身の能力に見合ったレベル別のクラスを設定し、学生が受

講できるようにすべきと考える。JLPT で例えると、N1 や N2、N3、N4 といったレベルに

合わせた授業の科目を設置することで、様々な日本語レベルの学生に対応できると考える。

また、JPN 選択科目受講の学生の学習理由は、統合的動機から生じていると考えられるこ

とから、日本語やその背景の日本文化等をバランスよく学べる内容が望ましいと考える。 

 さらに、表 11 の日本語学習理由で明らかになったように、対象学生の多くが「日本の

まんがやアニメが好き（4.30）」「日本の歌が好き（4.18）」の Mean がそれぞれ 4.30 と

4.18 であった。このことから、まんがやアニメを教材に取り入れたり、授業で日本の歌を

歌うことで、学生の学習意欲をより強くする授業内容になると考える。 

 

 5.3.3 日系企業で働くための日本語講座 

 TNI は日本型ものづくりをタイで実践教育する経緯のもとに建学された。そして、もの

づくりの現場において、現場で働く日本人と意思疎通をしやすくするために日本語が必修

となっている。そういったなか必修科目としてひらがなの習得という初歩から日本語を学

習する。1 学年から 3 学年前期までの必修科目を修了した後に、日本語選択科目を受講す

ることができ、その選択科目の中に JPN403 エンジニアのための日本語が設置されている。

これは主に工学部の学生を対象とした科目であり、工場の現場で日本人と意思疎通ができ

ることを目的に日本語を学ぶ科目である。 

その工学部が他学部に比べ顕著であったものに、表 15の項目 B4「将来、日本で就職し

たいから」がある。これは工学部の学生（Mean 4.31）が他の学部の学生（経営学部は 3.70, 

情報学部は 3.77）に比べ、日本で就職したいという理由からの学習動機が強いことを表し

ている。そして、表 15から類似する項目 B2と B4の工学部の部分を比較すると、B2「タ

イの日系企業で働きたいから（工学部 3.97）」であり、B4「将来、日本で就職したいから

（工学部 4.31）」となっている。このことから、工学部の学生がタイの日系企業で働きた

いと強く願っているわけではないことがわかる。また、「どうして」将来日本で働きたい

のかとより踏み込んだ調査をすることにより B2と B4の Meanの数値の違いが分析できな

い。よって、さらに原因を追究するような調査については今後の課題としたい。 
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つぎに、項目 B2 と B3 の工学部の部分を比較すると、B2「タイの日系企業で働きたい

から（工学部 3.97）」に対し、B3「将来、タイで日系企業以外で日本人と関わる仕事がし

たいから（工学部 4.31）」とタイの日系企業で働きたいことのほうが Mean が低い。この

結果から、工学部の学生は日系企業以外で働き、日本人とパートナーシップを組んで仕事

をしたい傾向があるということが読み取れる。これらのことから、JPN403 では現場で使

える日本語の習得を重視しているが、その「現場」を重視しなくてもよいのではないかと

考える。これは 3 年生前期までの JPN の必修科目の教科書にも言えることであり、現在

Workbook を作成し、脱「現場」の日本語教育を行おうとする方向性は間違っていないと

考える。 

ただし、表 11 より「日本語ができたら給料がいいから（4.11）」、「将来、タイで日

系企業以外で日本人と関わる仕事がしたいから（3.99）」、「将来、日本で就職したいか

ら（3.86）」、「将来、タイにある日系企業で働きたいから（3.77）」と日系企業に就職

したり、日本人と仕事をすることをどの学部の学生も「high」と高く願望しているので、

ビジネス重視の日本語選択科目は設置すべきと考える。また、ビジネス重視の授業内容と

しつつも、その具体的内容については実際にタイに進出している日系企業担当者などから、

これから求める人材像等を調査する必要がある。 

2020 年に経済産業省が出した「ものづくり白書 2020 版」にあるように、近年日本の製

造業は不確実性のリスクの高まりに対応せざるを得ない状況である。そういったなか、タ

イにおける日系企業の日本人の役割やタイ人に求める能力が変わる可能性がある。とりわ

け、昨今のコロナ禍による在留日本人や日系企業の数がどのように変化したかは現時点で

は肌感覚でしかわからないものの、在留邦人が減少したなかで、現地タイ法人の運営をタ

イ人に任せる方向になるのではないかと推測される。 

このような時代背景のなか、日系企業が求めるタイ人の採用にあたり、求める日本語

能力は日本語能力試験ならば、最低でも N3 という声が多い。このような声は実際のとこ

ろ、本当であるのかどうか、今後調査する必要がある。また、もし新卒の学生が日系企業

で働く場合、最低でも N3 が必要であるならば、どのように N3 レベルの人材を育成すべ

きであるかといったことなど今後の課題としていきたい。 
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質問紙 

「แบบสอบถามความคดิเหน็แรงจงูในการเรยีนภาษาญีÉปุ่นของนกัศกึษาทีÉเรยีนวชิาเลอืกภาษาญีÉปุน่

ตามความคดิเหน็ของนกัศกึษาสถาบนัเทคโนโลยไีทย - ญีÉปุน่  / 日本語選択科目を履修している学

生を対象にした日本語学習についてのアンケート」 

 

Ⅰ สาขาวชิา  / 学部 

 

Ⅱ ดา้นความคดิเหน็เกีÉยวกบัการเรยีนภาษาญีÉปุน่ของนักศกึษาทีÉเรยีนวชิาเลอืกภาษาญีÉปุน่ตามความ

คดิเหน็ของนักศกึษาสถาบนัเทคโนโลยไีทย- ญีÉปุน่  / 日本語学習について答えてください。 

โปรดตอบโดยเลอืกจากเกณฑ ์5 ระดบั / 質問に対し 5段階でお答えください。 

 5.หมายถงึ เหน็ดว้ยมากทีÉสุด / とてもそう思う 

 4. หมายถงึ เหน็ดว้ยมาก / そう思う 

 3. หมายถงึ เหน็ดว้ยปานกลาง / どちらでもない 

 2. หมายถงึ เหน็ดว้ยน้อย / そう思わない 

 1. หมายถงึ เหน็ดว้ยน้อยทีÉสุด / 全く思わない 

 

การเรยีนภาษาญีÉปุน่ / 日本語学習について 5 4 3 2 1 
1 รูส้กึว่าการเรยีนภาษาญีÉปุน่วชิาเลอืกนีÊสนุก / 今の科目は楽しい      

2 รูส้กึว่าการเรยีนภาษาญีÉปุน่วชิาเลอืกนีÊงา่ย  / 今の科目は易しい      

3 รูส้กึว่าภาษาญีÉปุ่นวชิาเลอืกนีÊเป็นวชิาทีÉมปีระโยชน์ / 今の科目は為になる      

4 รูส้กึว่าอยากเรยีนภาษาญีÉปุ่นต่อไปหลงัจากเรยีนจบจากสถาบนั / これからも

日本語の勉強を続けたい 

     

เหตุผลทีÉเรยีนภาษาญีÉปุ่น / 日本語学習理由 5 4 3 2 1 
5 เพราะถา้ไดภ้าษาญีÉปุน่จะไดเ้งนิเดอืนด ี / 日本語ができたら給料がいいか

ら 

     

6 เพราะอยากทํางานทีÉบรษิทัญีÉปุน่ในประเทศไทย / 将来、タイにある日系企

業で働きたいから 

     

7 เพราะอนาคตอยากทาํงานทีÉเกีÉยวขอ้งกบัคนญีÉปุน่ / 将来、タイで日系企業

以外で日本人とかかわる仕事がしたいから 

     



47 
 

8 เพราะอยากทํางานทีÉประเทศญีÉปุน่ / 将来、日本で就職したいから      

9 เพราะอยากไปเรยีนต่อทีÉประเทศญีÉปุน่  /  将来、日本で進学したいから      

10 เพราะชอบอะนิเมะการต์ูนภาพยนตรห์รอืนวนิยายญีÉปุ่น / 日本のマンガやア

ニメが好きだから 

     

11 เพราะชอบเพลงญีÉปุน่ / 日本の歌が好きだから      

12 เพราะอยากไปเทีÉยวญีÉปุน่ / 日本を旅行したいから      

13 เพราะอยากรูว้ฒันธรรมญีÉปุน่ / 日本の文化を知りたいから      

14 เพราะมเีพืÉอนคนญีÉปุ่น อยูแ่ลว้ / 日本人の友 達がいるから      

15 เพราะอยากมเีพืÉอนคนญีÉปุ่น  / 日本人の友達が欲しいから      

วธิกีารเรยีนภาษาญีÉปุน่นอกชั Êนเรยีน / 日本語学習行動 5 4 3 2 1 
16 ถามอาจารยเ์กีÉยวกบัภาษาญีÉปุ่นหรอืวฒันธรรมญีÉปุน่นอกเวลาเรยีน / 授業時

間以外でも先生に日本語や日本文化について質問をする 

     

17 เขา้รว่มกจิกรรมต่างๆทีÉใชภ้าษาญีÉปุน่นอกชั Êนเรยีนเช่นเขา้สอบ JLPT, J-

Challenge, Speech Contest เป็นต้น / 自分の日本語能力を試す機会（スピ

ーチコンテストや JLPTなど）があれば、積極的に参加している 

     

18 รอ้งเพลงภาษาญีÉปุน่และคน้หาความหมายของเนืÊอเพลง / 日本語の歌を聞い

たり歌ったり、歌詞の意味を調べたりしている 

     

19 ดอูะนิเมะภาพยนตรล์ะครหรอืซรีสีภ์าษาญีÉปุน่ / 日本語でアニメや映画、

ドラマ、番組等を見ている 

     

20 อ่านนวนิยายหรอืการต์ูนภาษาญีÉปุน่ / 日本語でマンガや小説等を読んで

いる 

     

21 เล่นเกมสโ์ดยใชภ้าษาญีÉปุ่น / 日本語でゲームをしている      

22 ใชภ้าษาญีÉปุ่นผ่าน   Social Network ต่าง  ๆ/ SNSで日本語を使っている      

23 เตรยีมสอบวดัระดบัภาษาญีÉปุ่นดว้ยตวัเองเช่น JLPT / 自分で JLPTなどの検

定対策の勉強をしている 

     

24 เรยีนพเิศษภาษาญีÉปุน่ทีÉโรงเรยีนสอนภาษาญีÉปุ่น / 日本語学校などで勉強

している 
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Ⅲ ดา้นความคดิเหน็เกีÉยวกบัแรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุ่นของนักศกึษาทีÉเรยีนวชิาเลอืก  

ภาษาญีÉปุน่ตามความคดิเหน็ของนักศกึษาสถาบนัเทคโนโลยไีทย-ญีÉปุน่ / 学習意欲を上下させる要

因について答えてください 

โปรดตอบโดยเลอืกจากเกณฑ ์5 ระดบั / 質問に対し 5段階でお答えください。 

 5. หมายถงึทําใหม้แีรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่เพิÉมขึÊนมาก / やる気がとても上がった 

 4. หมายถงึทําใหม้แีรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่ เพิÉมขึÊน  /  やる気が上がった 

 3. หมายถงึ ไมท่ําใหแ้รงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่ เปลีÉยนแปลง   /  変化なし 

 2. หมายถงึทําใหม้แีรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่ ลดลง  / やる気が下がった 

 1. หมายถงึทําใหม้แีรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่ ลดลงมาก / やる気がとても下がった 

 

ปจัจยัทีÉทําใหม้แีรงจงูใจในการเรยีนภาษาญีÉปุน่ / 日本語学習意欲を上下させる

要因 5 4 3 2 1 
25 ตอนทีÉเนืÊอ หาในคาบเรยีนวชิาภาษาญีÉปุน่น่าสนใจ / 日本語の授業内容がお

もしろいとき 

     

26 ตอนทีÉเนืÊอหาในคาบเรยีนวชิาภาษาญีÉปุน่ยาก / 日本語の授業の内容がむず

かしいとき 

     

27 ตอนทีÉว ิธสีอนภาษาญีÉปุน่ของอาจารยเ์ขา้ใจง่าย / 日本語の授業で先生の教

え方がわかりやすいとき 

     

28 ตอนทีÉทาํ Project วชิาภาษาญีÉปุน่ / プロジェクトしているとき      

29 ตอนทีÉสืÉอสารกบัอาจารยญ์ีÉปุน่ไดเ้ป็นอยา่งดโีดยใช้ภาษาญีÉปุ่น / 日本人の先

生と話してつたえたいことがうまく伝わったとき 

     

30 ตอนทีÉไมส่ามารถสืÉอสารกบัอาจารยญ์ีÉปุน่โดยใชภ้าษาญีÉปุน่ได ้ / 日本人の先

生と話してつたえたいことがうまく伝わらなかったとき 

     

31 ตอนทีÉทาํการบา้นหรอืงานต่างๆทีÉไดร้บัมอบหมายจากอาจารย ์ / 先生に出さ

れた課題をしているとき 

     

32 ตอนทีÉไดค้ะแนนสอบกลางภาคดกีว่าทีÉคดิไว ้ / 中間試験がうまくできたと

き 

     

33 ตอนทีÉไดค้ะแนนสอบกลางภาคน้อยกว่าทีÉคดิไว ้ / 中間試験がうまくできな

かったとき 

     

34 ตอนทีÉเรยีนไวยากรณ์ตวัใหม ่/ 新しい文法などを勉強しているとき      

35 ตอนทีÉโดนอาจารยท์ีÉสอนวชิาภาษาญีÉปุน่ดุ / 先生に怒られたとき      
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36 ตอนทีÉอาจารยท์ีÉสอนวชิาภาษาญีÉปุน่ชม  / 先生にほめられたとき      

37 ตอนทีÉเรยีนกบัอาจารยท์ีÉใจด ี/ 先生が親切なとき      

38 ตอนทีÉไดร้บัความคดิเหน็ Feedback ต่างๆจากอาจารย ์/ 先生からフィードバ

ックをもらったとき 
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